
感染症定期報告に関する今後の対応について  
、I減16隼度第5l■り  

運営委員会確認事唄  

（、首成16叶9ノ」171】）  

1基本的な方針  

運営委H会に報告する賢料においては、  

（1）文献報告は、同 一報告に由来するものの重複を廃した▲覧表を作成すること。  

（2）8月の運常委H会において、同内の輸血及び血柴分両製剤の使川した個月り症例の   

感染症発生報㍗は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に挺   

出する取り扱いとされたこ）これにより、感染症定期報i『こ添付される過去の感染症発   

／L症例報告よりも、【自二近の「感染症報告封珂のまとめ」を主として利川することとするこ   

と。  

2 具体的な方法  

（1）感染症定期報告の内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、   

次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができるよ   

うにする。   

①研究報告は、卜㈱）一覧表を作成し、  

当該▲覧表に代表的なものグ）報告様式（別紙様式第2）及び該1文献を添付した  

「資料概要A」を事務局が作成し、送付する。   

②感染症発生症例報1㌧のうち、発現国が「外国」の血柴分画製摘畔）使用による症例  

は、同・製ぷ】毎に報告期問を代表する感卿）をま  

とめた「資料概要B」を事務局が作成し、送付する。   

③感染症発′h症例報告のうち、榔分画製  

剤の使川による感郷＝するこ  
とから、、11該症例にかかる「質料概要」は作成しないこととする。ただし、運営委員  

会委員から特段の議論が必要との指摘がなされたものについては、別途事務局が  

質料を作成する 

（2）卿については、川内で使用しているロットと関   

係がないもの、仙川時期が相当程度．1－▲いもの、因果関係についての詳細帖報の入手   

が困難であるものが多く、必ずしも緊輝）も少なくない。ま   

た、国内症例に比べて仰別症例を分析・．評価することが難しいものが多いため、堅塁   

惟があると考えられるものを除き、そ卿†   

を行㌔  

（3）資料概要∧及びⅠうについては、㈱し、以   

後「感染症的報苦について川次）」資料は廃Jlすることとする。   



N   



感染症定期報告概要  

（平成20年7月15日）  

平成19年3月1日受理分以降  

A 研究報告概要  

B 個別症例報告概要  
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A 研究報告概要  

○ 一覧表（感染症種類毎）  

○ 感染症毎の主要研究報告概要  

○ 研究報告写  

研究報告のまとめ方について  

1 平成20年3月1日以降に報告された感染症定期報告に含まれ  

る研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概要  

一覧表を作成した。  

2 一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以  

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の  

内容を添付した。  
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感染症定期報告の報告状況（2008／3／1～2008／5／31）  

血対ID  受理 日  番号  感染症（PT）   

新出  
出典   概要  文献  

80033  2008／  71045  A型肝炎  第55回日本ウイルス学会  遺伝子型の異なる複数のHAV細胞馴化株における加熱や加圧による不活化効  
N（）  

03／18  学術集会 2P213   果を検討した。25ワbアルブミン存在下60く’clO時間加熱処理または室温下300～  
420MPaの1分間加圧3サイクルに対し、HAV細胞馴化林間で不活化効果に善が  
見られた。Validation試験に使用する株として、加熱や加圧で不活化されにくく細  
胞で良く増殖するKRM238が適切と考えられた。血液製剤の製造工程に新規不  
活化法を導入する場合にはValidation喜式馬剣こ使用する株を適切に選定する必要  

がある。  

0  2008／    BSE   ／Worldanimalhealth  1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国盲、ら国際獣疫事務局（0】E）  1  
05／30  situation2008年3月31  

日   ランド41頭、ポルトガル33頭、ドイツ16頭、日本およびポーランド10頭、フランス8  
頭、イダ」ア7頭、スイスおよびカナダ5頭、チェコ3頭、オーストリア、ベルギーお  
よびオランダ2頭、スロペニア、スウェーデンおよび米国1頭である。2008年には、  
これまでにカナダ1頭、アイルランド6頭が報告されている。   

80100  2008／  80207  BSE   OIE／Worldanimalhealth  2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（0IE）に報告されたBSE数である。  2  
05／30  s血伯tion2008年4月17  

日   後、減少し、2007年には67頭となった。2008年は3月31までに10頭報告されてい  
る。   

80054  2008／  80053  B型肝炎  Transfusion2008：48：  最小感染圭を求めるために、遺伝型Aまたは遺伝型CのHBVを含む急性期前の  3   04／11    286－294  接種株をチンパンジーに接種したところ、最小50％チン／くンジー感染圭（CID50）は  
各々約10コピーと推定された。最低感染圭を接種したチンパンジーにおけるHBV  
DNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは55－76日、遺伝子型Cでは35r50E］、HBsAg  
ウィンドウ期は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日であった。また  
HBVDNAダブリングタイムは遺伝型Cの方が遺伝型Aに比べ有意に短かった。  

80077  2008／  80124  B型肝炎  VoxSanguinis2008Epub  1999年に核酸増幅検査（NAT）によるHBVDNA検出のための最初のWHO国際   
04／25  ahead of print 標準品（サンプル1）が樹立された。同じ血焚から調整され、長期保存された別の  

4  

DNA検体（サンプル2）およびサンプル1の力価および安定性を多施設で評価し  

た。両サンプルの力価に有意差はなく、凍結乾燥により保存されたHBVDNAが  
極めて安定であることが確認された。これを受け、WHOは2006年10月にサンプ  
ル2を第2の国際標準品として樹立した。  

‾‾   
80045  ち石古旨7  71075  B型肝炎  棄言丁画す若五議事苦学  平成19年3月、輸血によるHBV感染が疑われるとの報告が千葉県赤十字血液セ  

03／25  会総会2007年10月3－5  
日   保管検体個別NATは陰性であり、献血者追跡調査を行った。1名の献血者が平  

成19年1月にB型肝炎を発症したとの情報が得られ、調べたところ、献血者の  
HBV－DNAは患者のそれと塩基配列が一致したc20プールNAT陰性、HBV保管  
検体個別NAT陰性であったが、献血者追跡調査により輸血用血液製剤からの  
HBV感染が示唆された症例であった。  

‾ 
盲6前5  盲6扇7  訂6了昌‾  B型肝炎   i両日本血液事業学  2004年8月よりNATスケノーニングのプールサイズを50から20に縮小した。大阪  

03／25  会総会 2007年10月3－5  府赤十字血液センターで検出されたHBV－NAT陽性事例81人を基にプールサイ  
日一般演題51   ズ縮小の効果等について解析を行った。プールサイズ縮小後に100コピー未満  

／mLのHBV－NAT陽性者の比率が高くなっていることから、縮小による効果があ  
ると思われた。追跡調査、遡及調査及び医師の面談等による総合的な解析によ  
りHBV低濃度キャリアが疑われる献血者がプールサイズ縮小後に多く検出され  

ていることが推察された。  

回 日本肝臓学会西  輸血によりHBs抗体エスケ一 変異殊に感染し、肝炎を発症した40歳代女性の  5  
04／22  部会 2007年12月7－8  症例報告である。献血者、受血者の塩基配列の解析を行って感染が証明され  

日、肝臓2007：48（Suppl  た。核酸増幅検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもかかわらず、  
3）：A522   本邦では年間10－20例のHBV感染が報告されている。その原因のTつがHBs抗  

体エスケープミュータントであるが、本症例のように献血者、受血者ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀である。  

‾ 
前詣5  2008／  訂百子ら‾  C型肝炎  AmericanSocietyforthe  慢性HCV感染患者1930名（感染群）とHCV陰疎音計石41名（対照群）とを比較  6   03 

／25  StudyofLiverDiseases  し、リスク因子を検討した。静注薬物使用、1992年以前の輸血および2つ以上の  
2007年11月2－6日   入れ墨は感染群の方が対照群より有意に高かった。入れ墨はHCV感染リスク要  

因のない患者群においてもHCV感染と強く相関していた。  



血対ID  受理 日  番号  感染症（PT）   出典   
新出  

概要  文献  
N（1   

80066  2008／  80093  C型肝炎  ClinVaccinelmmunol  抗HCV抗体陰性で、肝組織中のHCVRNA検出により潜在性HCV感染と診断さ  
04／23  PublishedonJine   れた110例の患者由来の血清中のGOR抗体反応性を調べた。抗GORlgG陽性  

doi：10．1128   患者は22例（20％）で、慢性C型肝炎患者での陽性率（70／110、63．6％）に比べ有意  
こ低かった。HCVに無関係の肝疾患患者120例では抗GORlgGは全く検出され  
なかった。市販の検査でHCV特異抗体を検出できず、血清中HCVRNAが検出  
できない患者で抗GORIgG検査を行う事は、肝生検なしで潜在性HCV感染を同  
定する手助けとなりうる。  

80045  2008／  71075  C型肝炎  JMedViro12008：80：  2003年4～10月にイダ」アの血液透析施設で患者4名にHCV抗体セロコンパー   
03／25  261－267   ジョンが認められた。この4名と以前からHCV抗体陽性であった10名のHCVRNA  7  

およびHCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学的解析をした結果、新規感染患者4  
名のHCVは遺伝子型2cで、2c型慢性感染患者1名から分離されたウイルスと近  
縁であった。感染制御手段の不備と装置による伝播が疑われた。   

盲6前5  盲6繭7  
03／25   1623－1635   の献血者のうちHEV感染の可能性のあるALT611∪／L以上の4019名から得られ  

た血清検体中の抗HEV）gG、抗HEVIgMおよびHEVRNAを調べたところ、2004－  
2006年の献血者のHEV陽性率は1998年のそれと同等であった。またALT  
201IU／L以上の献血者についても1991－1995年、1996－1999年および2004－2006  
年でHEV陽性率の差は見られなかった。  

80045  2008／  
03／25   JMedVlrO12008；80：  英国サウスハノブソヤーの単一施設において2005年6月かb13ケ月間にE型肝  8      283－288  炎13例が発生した。これらの患者はルーチンのE型肝炎血清検査を導入開始後  

に特定された。同一期間中A型肝炎は2例、B型肝炎は4例であったことから、原  
凶不明の急性肝疾患を発症し、関連する渡航歴のない患者全員にルーチンのE  
型肝炎検査を実施することが重要と考えられる。  

‾  

04／11  NEnglJMed2008：358：  2004年1月1日－2006年12月31日に腎移植（241名）または肝移植（86名）を受け  す       811－817  た患者の移植時の抗HEVIgG保有率は、各々14．5％または10，4％であった。この  
内、肝移植を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を受けた2名の  
計14名で急性HEV感染を同定したが、全員血清HEVRNA陽性であり、内8名が  
慢性肝炎となった。移植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が有意に低かった。   

‾ ‾   
盲6古吉3  盲6諒7  

03／18   学術集会2P207   PLANOVA15Nおよぴ20Nで全て検出限界以下にまで除去された。液状加熱実験  
では、PBS組成では加熱開始後短時間で全て検出限界以下となったが、アルブ  
ミン存在下では4株とも加熱開始後5時間目でも検出された。HEVは熟に弱いと  
考えれられていたが、条件によって不活化効果が異なることから、血液製剤や  
加工食品において慎重に不活化効果を検討しなければならない。  

‾   ‾  ‾■‾  
80100  ；21：235ト  

05／30   2353   調べた。2003年1月から2006年6月に10184例のHⅣ新規診断症例が報告された  
が、HIV－2およぴHIV－1グループ0型感染の割合は、各々、1．8％および0．1％であっ  
た。これらの症例のほとんどは、異性との接触により感染した流行地域出身の  
患者であった。HIV－2感染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性  
であった。   

80045  2008／  71075  HIV   CllnlnfectDIS2007：45：  ボツワナで紺了『う膏薬貫ヲり＝ニング中に特定ぎ薪某笥諾蔭程前了『1「琴ヲ  
03／25  e68－71   タイプC感染の初の症例を報告する。HⅣ－1抗体検査の結果は、迅速検査、通常  

の酵素免疫測定法及びウエスタンプロットで全て陰性であった。遺伝子組換えが  
ないH］V－1サブタイプC感染は、ウイルスのgag、POl及びenv遺伝子のジェノタイピ  
ングによって確定された。臨床的に安定した状態からAIDS関連死までの期間は  
約3カ月だった。サブタイプCが優勢なアフリカ南部における血清宇検査陰性  
HⅣ－1感染の調査の重要性が示された。   

80045  2008／  71075  HIV   Eurosurveillance2007：  AIDS最新号において、Likat。Vici。Sら，ま盲。，。Fi再s。蒜iT忘こcenetw。rkによるヨー  
03／25  12（5）：EO70524．52007年  ロツパの供血血液の川∨陽性率についての14年間のモニタ」ングデータを提示し  

5月24日   た。この分析は、1990－2004年のWHO欧州地域のデータが網羅されている。  
2000－2004年の10万供血中の平均HIV陽性率は西欧1．7、中欧3．4、東欧36．7で  
あった。1990年以降の変化では、西欧で低下、中欧で横ばい、東欧では急激な  
上昇が認められた。  



血対ID  受理 日  番号  感染症（PT）   出典   
新出  

概要  文献  

Nrl  80045  2008／  71075  HIV感染、C  第31回日本血液事業学  日本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策の取り組みと感染症リスクにつ  
03／25  聖肝炎、B  会総会 2007年10月3－5  いて報告する。平成16年から18年までの3年間に全国の医療機関から日赤血液  

型肝炎  日シンポジウム4－2  センターに報告された輸血関連感染症（疑い症例を含む）の報告数は749例で  
あった。日赤の安全対策の実施によりHBV、HCV及びHTVの感染リスクは減少  
し、安全性は高くなった。しかし、HCV及びHⅣも含め遡及調査の実施により確認  
された感染症例も少なくない。感染拡大を防止するための安全対策を引き続き  
講じていく必要がある。  

nSocietyof  1999年1月～2006年12月に長崎で献血を行った初回献血者の年齢別、出生年  皿  
03／25  Hematology2007年12月  別および期間別HTLV－1血清陽性率の傾向分析を行った。血清陽性率は年齢が  

8－11日   高くなるにつれ有意に増加した。また1987～1990年に生まれた献血者では1985  
～1986年に生まれた献血者と比較して有意に低かった。ウイルスキャリアの母  
親の授乳を避ける事を指導した県の対応が陽性率の低下に貢献していることが  
示された。  

eeyePO  
05／30  ザ  2008年2月29日  ク時に供血間隔の例外的な取り扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を   

送付した。パンデミック時には適格な供血者数が制限されることが予想されるた  
め、全血および赤血球採取の間隔を短くすることが最も有効であるとしている。   

80059  2008／  80083  インフル工ン  
04／22  ザ   13：1865－1870   名づけられたブタインフルエンザAウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメン  13  

バー90名の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったところ、54名中  
9名が陽性であった。また、ブタ10頭のうち1頭で血清陽性が明らかになった。ブ  
タインフルエンザウイルス株は効率的にヒトからヒトヘ伝染する形に適応または  
交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一環として養豚者の定期的  
サーベイランスを検討すべきである。  

80069  2008／  80108  ウイルス感  SimlanFoamyVlruS（SFV）感染した男性7名を長期間追跡調査した。男性は非t＝  14  
04／24  染   Retroviruses2007；23：  ト霊長類と接触する職業であった。男性の全ての末梢血単核球（PBMC）からプロ  

1330－1337   ウイルスDNAが検出され、口腔や尿生殖検体から検出されることもあった。長期  
間（中央値20年）の性的曝露にかかわらず妻たちは陰性であった。特異的な臨  
床症状は報告されなかった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒトー  
ヒト感染を特定できなかった。  

71075  ウイルス感  

03／25  染   年8月22日   ルーツコウモリの一種でマールブルグウイルス感染を特定することに初めて成  
功した。マールブルグウイルスは、ヒトや霊長矧こ重篤で死に至ることも多い出  
血熟を引き起こす。コウモリがマールブルグウイルスを保有することが疑われて  
いたが、証拠はなかった。この研究結果はPlosONEに掲載された。この研究は、  
マールブルグウイルスの伝播についてより理解し、ヒトにおける感染拡大を予  
防・減少させる助力になると思われる。   

80045  2008／  71075  ウイルス感  米国4州における2006－2007年のアデノウイルス血清型14（Ad14）に関連した急性  15  
03／25  染   56（45）：118ト1184   呼吸器疾患に関する報告である。Ad14は矧こしか報告されないが、全ての年齢  

層の患者に重症で致死的な呼吸器疾患を起こす可能性がある。2006年5月に  
ニューヨーク州で生後12日目の乳児がAd14感染により死亡し、07年3－6月にオ  
レゴン州、ワシントン州およぴテキサス州で計140名の感染患者が確認された。  
これらの患者から新規のAd14変異種が分離された。  

80045  2008／  71075  ウイルス感  JCIinMicrobioI2007；45：  ヨーロッパでの出血熱は主にPuumalaウイルス（PUUV）またはDobravaウイルス  
03／25  染   3008－3014   感染による。ドイツ南東部LowerBavariaでハンタウイルス感染患者31名につい  

て、酵素免疫測定法、免疫蛍光法、免疫プロット法による診断を行った。標準的  
検査による抗体のPUUV特異的タイピングができない症例が2、3あった。3名の  
患者の急性期血清から得たPUUVRNAをRT－PCRを用いて増幅したところ、同  
地域で捕獲したハタネズミから得たウイルス配列と非常に近縁であることが明ら  

か なった  

03／25  染   JMedViro12008；80：  疋期的に輸血を受けるサフセミア患者で、TorqueTenovlruS（TTV）の有無を調  16        365－371  ベたところ、2－20歳の患者の約1仇（118名中12名）がTTV陰性であった。フェリチ  
ン、ASTおよびALT値はTTVP；性群より陰性群の方が低かった。TTV－HCV共感  
染群ではフェリテンおよびALT値がm単独感染群より高かった。輸血による高  
頻度かつ継続的なTTV感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関するこ  
とが示唆された。  
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新出  
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80045  2008／  71075  ウイルス感  ProMED－   オーストラリアQueensland州で蚊が異常発生し、ロスリバーウイルスが拡大して  
03／25  染   mai120070930．3228   いる。通常は北部の熱帯地域で優勢であるが、Brisbane南部における過去4週  

闇の感染者数は、昨年（2006年）同時期のほぼ450％である。Queensland保健局  
の発表によると、過去4週間に報告された感染者数は93例であった。  

80059  2008／  80083  ウイルス感  ProMED－   2008年1月21日、Braziliaで32歳の男性が黄熟のため死亡した。これは、ラジ  17  
04／22  染   mai120080218．0645   ルにおける15人目の黄熟死亡患者である。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が  

確認された。パラグアイ保健当局は首都Asuncionの病院で集中治療を受けてい  
た39歳の女性が2008年2月16日に死亡したと発表した。同国ではこれまでに、少  
なくとも6名が黄熟によって死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に  
殺到している。  

‾  

染   80045  2008／  71075  ウイルス感  Transfusion2007；47：  供血者血津検体中のサイトメカロウイルス（CMV）DNA陽性率を検討した。過去  1す   03／25     1972－1983  にCMV血清陰性で初めて抗CMV）gG陽性を示した供血者82名の血葬検体44％  
が反復的にCMVDNA陽性であった。1年以上血清反応陽性または血清反応陰  
性供血者はいずれもCMVDNA陰性であった。白血球除去の実施にもかかわら  
ず、新規血清反応陽性供血者のウイルス血症は輸血伝搬性CMVの残存リスク  
の重要な原因と考えられる。  

盲6前5  盲6扇7  71075  ウ才7仁天性 

03／25  脳炎  165   臨床、EEG、MR】、ならびに臨床検査特性を調べた。患者は、順行性健忘、不適  
切な抗利尿ホルモン分泌症候群、軽度CSF多球症、一時的なEEG異常を特徴と  
した。MRIでは、T2、FLA）R、DWl画像にて、鈎、扁桃体、内側喚領、海馬領域内  
こ高信号域を認めた。PCRを用いた初回腰椎穿刺CSFの検査では9名中6名が  
HHV6陽性であり、同脳炎はHHV6と関連がある可能性が示唆された。   

80069  2008／  80108  ウエストナイ  JMedViro12008；80：  中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の潜在的脅威を調べた。  由   04／24   ルウイルス  557－563  ドイツ人供血者14437名由来の検体中0 ．03％が抗WNV陽性であった。ドイツ人  
9976名由来の検体をWNVNAT法を用いてWNV－RNAの有無を調べた結果、全  
て陰性であった。米国由来血渠プールではWNV－RNAがしばしば検出されたが、  
ヨーロッパやアジア由来のプールからは検出されなかった。また、血渠製剤製造  
過程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証されることが明らかと  
なった。  

80045  2008／  71075  ウエストナイ  TheNewYorkTimes  米国におけるウエストナイルウイルス症例数は1年前の約4倍であり、大流行が  
03／25  ルウイルス  2007年7月26日   おこる可能性があると政府研究者が報告している。昨年は米国で4，269症例が報  

告され、この中には1．495例の脳症が含まれ、177人が死亡した。今年はこれまで  
122症例が報告され、カリフオルニア州と南北ダコタ州で最も多いが、昨年の同  
時期は33例のみであった。今年は既lこ脳症が42例および死亡が3例ある。   

80045  2008／  71075  ウエストナイ  第144回日本獣医学会学  近い将来、日本にも侵入する可能性があるため、日若崖坂の萱甜モ謀首南して  
03／25  ルウイルス  術集会2007年9月2－4日  てウエストナイルウイルス増殖・媒介能を調べた。アカイエカ、ヒトスジシマカ、オ  

オクロヤプカでウイルス注入実験を、アカイエカ、ヒトスジシマカで吸血実験をし  
たところ、全種類の故においてウイルスの増殖が観察された。媒介試験では、ア  
カイエカ注入、吸血両群、ヒトスジシマカ2系統の注入群、1系統の吸血群では供  
試したすべてのマウスが12日以内に死亡し、死亡したマウスからはWNVが検出  
された。   

80030  2008／  70993  工ボフ出血  CDC2008年1月8日  CDCとりカンタ保健省は、2007年8月から始まったりカンタ西部に位置する  
03／12  Bundibugyo地区におけるエボラ出血熱のアウトブレイクを報告した。2008年1月3  

日までに148人が羅患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析により、既知  
の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイルス株である可能性が示唆され  
た。確定には更なる研究が必要である。  

＝＝＝遷  

80045  2008／  71075  エポフ出血  ProMED－   保健当局は、りカンタ西部において16名が死亡し、他に50人が種患した工ボブ  20  
03／25  mai】2007‖30．3869   ウイルスは、新規の株であると2007年11月30日に発表した。最初の症例はコン  

ゴ民主共和国と国境を接するBundibugyo地区において11月10日に報告された。  
この株では出血はあまり見られず、患者は高熱の後、死亡する。  
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80045  2008／′  71075  クロイツフェ  2007年プリオン研究会  日本の人口動態統計では、CJDによる死亡は過去20年以上に渡り増加傾向を  
03／25  ルト・ヤコブ  示し、2005年は人口100万対1．23人であった。CJDサーベイランス委員会による  

病   調査では過去8年間に918例がプリオン病と判定された。病型別では、孤発性  
CJD716例、遺伝性プリオン病128例、感染性（獲得性）CJD72例（変異型CJD  
1例、硬膜移植後CJD71例）、および分類不能2例であった。  

；≡≡芸；；；；；；；  

‾＝＝芸‾‾‾‾‾‾‾  

；≡≡芸；；；；；；；  

80045  2008／  ce2007；  
03／25   ヤウイルス   れているが、これまでヨーロッパ地域内での蚊による感染伝播は発生していな  

感染  かった。2007年8月にイダノアの工ミリア・ロマーニヤ州ラヴェンナ県衛生当局は  
異常に多数の発熱患者発生を検知し、臨床・疫学調査を行った。血清学的検査  
およぴPCR法でテクングニヤ熟と確定されたc更にヒトスジシマカからもPCR法に  
よリテクングニヤウイルスが確認された。2007年9月4日までに合計197名の患者  
が報告されている。  

‾  
ancet2007：370：1840－  イダノア北東部の隣接する2つの村で原因不明の発熱性疾患患者が多数報告さ  三汀  

03／25  ヤウイルス  1846   れ、ヒトおよび蚊由来の検体を分析した結果、チクングンヤウイルス（CHIKV）が  
感染  原因であることが明らかとなった。2007年7月4日から9月27日の間に205例の  

CHIKV感染症例を同定した。村の親戚 を訪問した時に発症したインド出身男性  
が初発症例と推定された。系統遺伝学的分析により、イダ」アのCHIKV株はイン  
ド洋諸島での初期のアウトブレイクで分離された株と高い相同性を示した。  

‾  
iatrlnfectDisJ2007：  テクングニヤウイルス感染が大流行したレユニオン島の5つの新茎児医療部F弓  

03／25  ヤウイルス  26：811－815   で同ウイルスの母子感染を調べるため、後ろ向き記述的研究を実施した。母親  
感染  ま出産時に徴候があったか又は新生児が出生初日に発病したかをスクリーニン  

グし、新生児38名を登録した。無症候の2名を除き、全母親が周産期（分娩4日  
前～1日後）に症状があった。全新生児が発熱（79qb）、痔痛（100％）などの症状を  
示し、脳脊髄液のPCR法は24名中22名で陽性であった。高い雁患率の周産期  

母王伝漣の至工能性が劫ぬ工‾去れ土  

SPathogens2007：3：  2005～2006年にレユニオン諸島でアウトブレイクしたチクングニヤウイルス  

03／12  ヤウイルス  1895－1906   （CHIKV）感染は、エンベロープ蛋白遺伝子の変異株（El－A226V）が関係してい  
感染  た。この変異の、ネックイシマカおよびヒトスジシマカにおけるCHIKV適合性に対  

する影響を調べた。その結果、CHIKVのヒトスジシマカに対する感染性が有意に  
増加し、哺乳マウスヘの伝播がより効率的になることが明らかとなった。通常の  
ベクターであるネックイシマカがいない同地域でCHIVKが大流行したのはこの  
変異が原因と考えられる。  

■ 
鮮日報2007年8月21  韓国では最近ツツガムシ病の患者が慧宿［モい石：乏前ヲ茸8肩ち訂日、疾病管理  

03／25  日   本部の発表によると、2002年に1，919人だったツツガムシ病の患者数が、04年は  
4，698人、06年には6，420人に増加したことが分かった。1993年末に法定伝染病  
に指定されて以来、患者数は実に25倍以上増加した。ツツガムシ病は、主に9月  
以降、ツソガムシ菌に感染したツツガムシ（ダニの一種）の幼虫に刺されることに  
より感染する。10日間程度の潜伏期を経ると、突然高熱が発生し、目の充血、頭  
痛、筋肉痛、発疹などの症状が現れる。   

80045  2008／  71075  デング熱  ProMED－   2007年9月30日、中国保健当局はFLtJian省Putian市で39例のテンク熟症例が確  
03／25  mai120071001．3237   定されたと発表した。ベトナムでは2007年9月24日時点で約68000人が感染し、  

内60名が死亡した。パキスタンでは2007年9月26日、Karachiで新たに22例のデ  
ング熟症例が報告された。ラテンアメリカとカリブ海諸国ではデング熱の最悪の  
アウトブレイクが起こっており、2007年になってから何十万もの人々が関節痛を  
訴え、約200人が死亡した。  

AHOO！ニュース 2007  台湾南部で丁ンク熱が流†丁している。台南市当局によると2007年10月13日まで  
03／25  年10月14日   に市内で511人の感染者が確認された。隣持する高雄市でも2つの区で集団感  

染が発生しており、感染の広がりは過去最大規模である。行政と軍が協力して  
大規模な蚊の撲滅作戦を展開する方針である。  

CNewsletter2007年9  AABBは己6己方苺A瓦芭Bシヤーガス病／くイオビジランスネットワーク強化をするた  

03／25  マ症   月14日   めの資金を受けている。2007年9月13日時点で、反復反応性供血710件でT．  
Cruziに対する抗体の追加RIPA試験を行った結果、196例がRIPA陽性、486例が  
無反応で、残りの検体については結果保留となっている。13の検査施設が  
シヤーガスネットワークにデータを報告し、18の検査施設が報告のため同ネット  
ワークにアクセスしている。  
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Nr）  80059  2008／  80083  トリパノソー  Clin）nfectDis2008：46：  血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡したスペイン人患者の寄生  22   04／22   マ症  e44－47  虫学的、血清学的疾患経過、ならびに供血者の調査の報告である。患者は白血  
病の既往があり、176名以上の供血者由来の輸血を受けていた。臍帯血移植の  
ための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳関門を通過して神経系に感染したこと  
が確認された。特定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者は、免疫  
抑制剤治療実施前に、抗Trypanosomacruzi抗体のスクリーニングを受けるべき  
である。   

‾ 
前詣6  盲6扇7  前節盲‾  トリパノソー  CMAJ2007：177：242  カナダ血藻草－どズぼ㌻茄扇苛後事誘血藩夢前蚕蓮ヲ己首天蔦盲苗藤「ヨE簡  

03／25  マ症  49度以北では捕にしか見られないシヤーガス病のスクリーニングを開始する。2  
種類のシヤーガス病検査法がカナダ保健省の認可を待っている。供血血液の検  
査実施は、血小板製剤の製造を「パフイーコート」法に切替えてからとなる。メキ  
シコや中南米では800万人～1．100万人がシヤーガス病の保因者であり、毎年  
45，000人以上死亡している。カナダでは、これまでに輸血による感染が2例マニト  
バ州で発生した。   

80046  2008／  71076  トリパノソー  第48回 日本熱帯医学会  日本におけるラテンアメリカ人の慢性シヤーカス病キャリアーからの献血につい  
03／25  マ症   大会12C－02   ての対策を検討した。カーミC液（CPD液）を用いてT．Cruz感染マウス血液を40c  

こて卜21日間保存処理を行ったところ、マウスヘの感染性は無処理のものと差  
異は無かったが、病原性はかなり減弱することが示された。しかし、T．Cruzl虫体  
まほとんどの白血球除去フィルターを通過した。現在の保存血液提供システム  
はシヤーガス病の輸血感染防止には不十分であり、対策の改善が必要である。   

‾盲茄吉9  盲6扇7  試6前‾  トリパノソー  第48回 日本熱帯医学会  日本におけるラテンアメリカ人の慢性シヤーカス病キャリアーからの献血につい  

04／22  マ症   大会 2007年10月12－13  ての対策を検討した。カーミC液（CPD液）を用いてT．Cruzi感染マウス血液を40c  
日12C－02   こてト21日間保存処理を行ったところ、マウスヘの感染性は無処理のものと差  

異は無かったが、病原性はかなり減弱することが示された。しかし、丁．Cruzl虫体  
まほとんどの白血球除去フィルターを通過した。現在の保存血液提供システム  
はシヤーガス病の輸血感染防止には不十分であり、対策の改善が必要である。   

80048  2008／  71078  パルボウイ  JGenViroI2007：88：  lll・・ ■・・∃ ■≡－        －・一 一 It ＝＝＝・・ ▲・．－・■  
03／25  ルス   2162－2167   存在することが最近示された。4株のPARV4と2株のPARV5のDNA配列を分析し  

たところ、PARV5はPARV4と同様に2つのオープンリーディングフレームを持ち、  
PARV4とPARV5は92％近くのヌクレオチド相同性を示した。両者は密接な関係の  
あるジェノタイプであり、ジェノタイプ1と2（PRV5と呼ばれていたもの）から成る  

PARV4という1つのウイルス名を使用することを提案する。   

‾  
80045  2008／  

03／25   ルス   1756－1764   血者由来の保存血渠検体を高感度PCRスクリーニング法を用いてパルボウイル  
スB19DNAについて検査した。B19DNA陽性率は0．88％であった。DNA陽性検体  
の全てがIgG陽性で、23％がIgM陽性であった。）gM血清陽性率はDNA値と相関し  
た。  

‾ 
前前1  盲6扇7  訂i汀† ansfusion2007：47：  B19ウイルスの不活性化機構を調べた。熟または低PHによるB19Vの不活性化  

03／24  ルス   1765－1774   はカブシド分解によるものではなく、感染性ブリオンがDNA枯渇カブシドヘ変換  
することによって起こった。DNA枯渇カブシドは感染性はないが、標的細胞に樟  
着することは可能であった。Parvoviridaeの他のウイルスとの比較試験の結果、  
被殻状態でのB19VDNAの著しい不安定性が明らかとなった。B19Vが不活化処  
理に抵抗性が低いのはこのためと考えられる。   

‾‾  

04／25   ルス   Transfusion2007；47： 1775－1782  ドイツ及びオーストリアで2003－2006年の計280万の供血検体を／くルポウイルス B19（B19V）についてミニプールNATによりスクリーニングした。その結果、10万  芝5  
IU／ml以上は10万供血当たり12．7、10万IU／ml未満は10万供血当たり261．5で  
あった。10万ル／ml未満のB19Vを含有する検体では全てに中和抗体（VP2）が検  
出された。10万ル／ml未満のB19DNA陽性血液製剤は高濃度の中和抗体を含  
有するため安全であると思われる。   

‾ 

首6誘2  盲6扇7  玩6前‾  パルボウイ  Transfusion2008；48：  B了前筒石配1鄭素C芹訂諦苛葡の役割を検許F右左蕃：▲軒掛‾‾‾  ‾宮古 1000以上について酵素免疫測定法による検査を実施した。血焚プールは平均  
33±9IU／mL（最小値11）U／mL）のB19VJgG力価を含有し、これらのIllU／mLの  
B19VIgGは、B19V遺伝子型1の感染性を4J‖og、遺伝子型2の感染性を3．9log  
以上を中和した。このため、このようなプール由来の10％静注用免疫グロブリン  
製剤（Ⅰ∨IG）は、さらに高いB19V中和活性を含有することが明らかとなった。  
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